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研究成果の概要（和文）：「市場と政府・政策の関係」という経済学の根本的課題をグローバル化の文脈から再
考し、従来軽視されがちであった両者の補完性や逆説的関係を含む有機的側面に着目するという独自の視点を据
えた研究を行った。また、グローバル化の営みの多元性に鑑み、分析対象課題は貿易、金融、環境、資源の領域
に跨る。
主な成果として、「市場開放・経済統合度、政府の規模と経済成長の安定性の関係性」、「先進諸国で推進され
る廃棄物処理政策の問題点」、「貿易自由化とその他の経済政策のポリシーミックス」等について、それぞれ広
く知られた見解とは異なる重要な知見を供する分析結果を得た。その詳細について複数の査読付き学術論文・図
書で公表した。

研究成果の概要（英文）： We reconsider one of the fundamental themes of economics - the relationship
 between markets and governments - from the perspective of the ongoing process of globalization. In 
doing so, we set the focus of our analyses on the complementarity and paradoxical relationship 
between markets and governments. Also, due to the nature of the current globalization, our analyses 
cover multiple fields including trade, finance, environment, and resource economics.
 The chief findings of or research offer some implications that cast doubt about the conventional 
views on the issues regarding 1) trade openness, government size and output volatility under 
economic integration; 2) contracting-out of household waste collection services in developed 
nations; 3)  trade and FDI liberalization under international oligopoly; 4)  
The details of these results are published in refreed journals and edited books.

研究分野：国際金融論
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者は従来財・資本の国際市場統合
や為替レートの均衡乖離（ミスアラインメン
ト）に関する分析に取り組んできたが、その
過程で実質為替レートの構造モデル推定に
おいて 1990 年代以降急速に広がった、説明
変数としての政府支出の対 GDP 比の効果と
その解釈に疑問を持つようになった。政府支
出の増大は需要面において貿易財から非貿
易財への支出変更を介して実質増価を促す
とされるが、理論的にも実証的にも評価は定
まっていない。上述の疑問を持ちながら政府
支出の拡大が実質為替レートや貿易に与え
る影響について分析を重ねるうちに「経済規
模に占める政府支出の大きさは経済の開放
度と強い正の相関を持つ」、つまり「政府が
肥大化している国ほど市場開放度が高い」と
いう一見すると逆説的と思える関係を見出
した。この関係についてはすでに一部の国際
経済学者がその妥当性を指摘しており、グロ
ーバル化において政府やその政策が一般に
考えられているものとは違った役割を果た
している可能性を示唆するものと考えられ
る。 
 
また専門分野の異なる研究分担者と議論を
重ねるうちに、グローバル化に関する市場と
政府・国際機関による政策のパラドックスは
国際貿易、環境・資源等の領域においても
様々に現れることが分かってきた。例えば自
由貿易推進を目的としたWTOの生産補助金
規制ルールが、国内生産者保護のために補助
金を使えなくなった各国政府に対して経済
的損失がより多大な関税を維持する動機を
与え、逆に世界全体の経済厚生を下げてしま
う冷却効果や、CO2排出削減を目的とする欧
州の代替エネルギー推進政策が原油価格の
将来的低下予想をもたらすことで、逆に当面
の原油採掘および環境破壊を助長するとい
うグリーン・パラドックスなどがその例とし
て挙げられる。これらは個別に重要な問題で
あるだけでなく、共に市場と政府・国際機関
の政策との関係の有機性を如実に示してお
り、そこにグローバリゼーションの本質を理
解するためのヒントがあると考えるように
なった。このような動機から複数の研究者が
各自の専門性を活かしつつ、領域の垣根を越
えた体系的議論、考察と検証を行うことでこ
れまで見過ごされがちであった市場と政
府・国際機関の政策との有機的な繋がりに注
目し、グローバル化の本質を捉えるための新
たな視点を目指した研究を計画するに至っ
た。 
 
２．研究の目的 
グローバル化において貿易、金融、資源、
環境などの領域で起こる重要課題を取り上
げ、政府や国際機関が提唱する政策が経済学
的に整合性を持つのかについて、経済厚生や
効率性の観点から分析する。その際、上述の

ような市場と政策の間に生じるパラドック
スに注目し、分野を横断した体系的な成果を
積み上げることでグローバル化を巡る議論
においてこれまで軽視されてきた市場と政
府・国際機関の政策との有機的関係を明らか
にし、グローバル化の本質についての新たな
知見や政策的示唆を提供する。 
 
３．研究の方法 
「市場と政府・政策の関係」という経済学
の根本的課題をグローバル化の文脈から再
考するに当たり、これまで軽視されてきた両
者の間の補完性や逆説的関係を含む有機的
側面に着目するという独自の視点を据えて
研究に取り組んだ。特にグローバル化の営み
が多元的であることに鑑み、貿易、金融、環
境、資源と専門領域の異なる国際経済学者が
各自の専門性を活用しつつ、共通の視点・テ
ーマの下に分析や検証に取り組み、理論分析
とデータを駆使した実証分析の両方からの
アプローチで総合的な研究成果を目指した。 
 
４．研究成果 
（１）「市場開放・経済統合度、政府の規模
と経済成長の安定性の関係性について」 
 上述のように先行研究では政府規模と市
場開放度が正の相関を有するというパラド
ックスが示された。市場開放は外的ショック
への脆弱性を増幅させることから、居住者の
所得ショックに対して安全な政府部門が保
険提供を行うことが正の相関を生み出すと
言われてきた。しかし市場開放が一層進み、
経済間の統合が深化すれば、各経済の居住者
には統合された資本・金融市場という市場に
よる保険と、統合された財政政策という政府
ベースの保険の両方が同時に選択肢となる。
このような条件下では、先行研究とは逆に、
政府規模と市場開放度は負の相関関係を有
し、政府の規模は経済（生産量）成長率の安
定化効果も持たないという実証分析結果を
得た。この結果が示唆するのは、従来一般に
知られてきた市場と政府の関係は市場統合
の過渡期に特有のものに過ぎず、必ずしも頑
健性を有するものではないということであ
る。 
 
（２）「特許制度、貿易と産業の発展につい
て」 
 特許制度が企業行動や産業発展に与える
影響、および望ましい特許制度について、経
済学において活発に議論されてきた。また、
現実には過去数十年にわたって、先進国であ
るか途上国であるかに関わらず特許制度の
国際調和が進められてきた。グローバル化が
進行する中で、過去の研究の蓄積を発展させ
る理論分析、過去のデータを用いた特許制度
の検証が必要であり、理論、実証の両面から
研究を進めた。 
 理論分析では、国際調和が難しい特許の幅
に焦点を当てて分析を行った。両国が対称な



場合、非協調解は協調解に比べて特許の幅が
狭くなる一方、両国が非対称で一方の国が差
別化製品の開発・生産に比較優位を持つ場合、
もう一方の国の特許の幅は世界厚生を最大
にするそれよりも広くなる可能性があるこ
とが明らかとなった。 
 実証分析では、1950 年代の日本の農薬開発
と技術導入のデータを用いて、貿易や直接投
資が制限されている状況においても、ライセ
ンシングによる外国からの技術導入が連関
効果を通じて産業を発展させることを明ら
かにした。グローバル化が進む中での途上国
の特許制度のあり方に示唆を与えるもので
ある。 
 
（３）「先進諸国で推進される廃棄物処理政
策の問題点について」 
 多くの先進諸国において、拡大生産者責任
の考えに基づき、容器包装などの一般廃棄物
のリサイクルを促進する法制度が近年整備
されてきた。また、回収、分別などに携わる
民間業者間の競争を通じて処理業務の効率
性を確保すべく競争入札による業者の選定
が多くの自治体において広く行われるよう
になった。このような廃棄物市場における政
策的変化は結果的に何をもたらすのであろ
うか、という問題につき主に理論モデル分析
の観点から考察した。 
それによって明らかになったのは，まさに
「パラドックス」というべき政策の予期せぬ
影響の問題である。たとえば、リサイクルを
促進するための資源ごみの回収に対する補
助金制度は、モニタリングに費用がかかる現
実的な状況では、しばしば業者による資源ご
みの不法投棄を導き環境被害をかえって拡
大させる可能性がある。しかし、それを未然
に防ぐためのポリシー・ミックスを実現する
には企業の持つ私的情報が不可欠であり、結
果的に適切な政策の実効を困難なものとす
る。また、競争入札の導入によるごみ回収業
務の効率化についても、日本の現状を考える
と大きな費用削減効果の実現は難しく、逆に
比較的小規模の自治体においては、完全民営
化に近づいた際に生じうるホールド・アップ
問題により委託処理費用が上昇する可能性
を現実のデータと照らし合わせて指摘した。 
 
（４）「貿易自由化とその他の経済政策のポ
リシーミックスについて」 
 不完全競争環境下においては貿易自由化
は必ずしも経済厚生を上昇させるとは限ら
ないことが先行研究で知られていた。そこで
貿易自由化単独ではなくその他の政策との
同時実施によって経済厚生を改善させるこ
とはできないかを分析した。その結果次のよ
うな先行研究にはない結果を得た。第 1に規
模の経済が強く働く場合には貿易自由化と
消費税の調整が経済厚生を改善させる、第 2
に規模の経済がなくても財の世界価格を一
定にするという形での貿易自由化と国内税

の調整は経済厚生を改善させる。第 3に貿易
自由化と直接投資自由化は経済厚生を改善
させる。これらの結果は貿易自由化という市
場を活用した経済の発展を促すには、適切な
政府の政策が必要であるという意味で両者
の補完性を示唆するものである。 
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